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　10 月に名嘉真婦人会より、旧暦８月９日に行われるウシ
デークの際に使用されていた太鼓７点、バチ２本を寄贈し
ていただきました。この場をお借りして感謝申し上げます。
　現在、ウシデークで使用している太鼓の前に使用してい
たとのことで、太鼓の表には獅子の絵柄が描かれているの
が特徴です。使用された年代など、その他の点についは現
在、調査をしていますので、次回以降に紹介していきたい
と思います。

　毎年、村文化協会の会員や村内の方などから、琉歌、陶芸、盆栽、絵画、書道、琉球ガラ
ス工芸、写真、手工芸などの作品が数多く出展されております。また、開催初日の１１月２５
日にはオープニングセレモニーも開催いたします。入場無料ですので、出展者の方々の力作
の数々をこの機会に是非ご覧ください。

開催期間：１１月２５日（土）～１２月３日（日）
　　　　　 ※期間中、毎日開館いたします。
開館時間：午前９時～午後５時
会　　場：恩納村博物館
入 場 料：無　料
オープニングセレモニー：１１月２５日（土）１１時より
お問い合わせ：恩納村文化協会事務局（恩納村博物館内）
　　　　　　　☎９８２－５１１２
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第26回　「恩納村文化展」

　沖縄県芸術文化祭本展・写真部門の受賞作品と入選作品の中から選抜された写真を展示い
たします。
　入場無料にてご鑑賞いただけます！皆様お誘い合わせの上、
是非ご来場ください。
開催期間：１２月１２日（火）～２４日（日）
　　　　　※１８日（月）は休館
開館時間：午前９時～午後５時
場　　所：恩納村博物館２階企画展示室・展示ホール
観 覧 料：無　料
お問い合わせ：恩納村博物館　☎９８２－５１１２

「第４６回沖縄県芸術文化祭　本展」
開催期間：１１月１８日（土）～２６日（日）
　　　　　 ※１１月２０日（月）は休館
場　　所：沖縄県立博物館・美術館
※観覧無料ですので、本展もぜひご覧ください。

第４６回沖縄県芸術文化祭写真選抜展in恩納村博物館

寄贈品のご紹介寄贈品のご紹介

昨年の展示会場の様子
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　平成 29 年 3 月 22 日付けで新たに恩納村指定文化財に「恩納村の印部石」と「国頭
郡恩納間切各村全図及び字図等」、「南恩納の龕」がなりました。そのことを受け、指定
後初公開となります文化財普及事業展示会を開催いたします。「恩納村の印部石」は、琉
球王国時代に行われた乾隆検地で使用された測量の基準点として設置された石に小字名
（ハル名）を刻んだもので今回６点が指定となりました。「国頭郡
恩納間切各村全図及び字図等」は明治時代以降に作成された土
地利用を示す地図やその後の村に関連する地図群６６点をまとめ
て村指定文化財となりました。
　「南恩納の龕」は、南恩納で使用されていた葬儀に利用してい
た龕です。村内で龕が現存する唯一の資料であり、南恩納には
龕を保管するガンヤーも現存しています。仲泊大道原の印部石は、
発掘調査を実施しその成果を基に現地であったように復元して展
示しております。この機会に恩納村のご先祖様たちに関連した文
化財をご覧ください。
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恩納村文化財普及事業　「恩納村の文化財展」を開催しています。

展示会場入り口

【期　間】10 月 7 日（土）～ 11 月 12 日（日）
【場　所】恩納村博物館２階　企画展示室
【休館日】毎週月曜日、祝日の翌日等

恩納村の印部石 仲泊遺跡最大の石斧（レプリカ）

展示会の様子

ロビーでは名嘉真の芸能映像放送

南恩納の龕 仲泊大道原の印部石


